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和漢薬製剤開発部門(寄付部門)

Kampo pharmaceutics 

教授総

助手何

⑮ 研究概要

忠人 Tadato Tani 

菊秀 JuXiuHe 

当研究部門は2004年7月1日に富山県および富山

県薬業連合会などからの寄付部門として新設された.

和漢薬資源とその製剤を開発する基礎研究 (Kampo-

pharmaceutics) と漢方医療情報研究 (Kampo-
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康福祉に寄与する.
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